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　近年、高齢ドライバーによる事故が社会問題になって

いる。しかし、マイカーへの依存度は高く、免許返納はな

かなか進んでいない。特に公共交通が貧弱な地域で

は、 運転に不安を覚えても、 自由な移動を確保するた

めにマイカーを手放せずにいるケースも少なくない。　

　高齢化が進むなか、 過度のマイカー依存状態から脱

却しつつ、 移動手段に困らない社会を構築するために

は何が必要かを考えていかなくてはならない。

　自動運転や電動化など、 モビリティは 100 年に 1 度

の変革期にあると言 われている。様々な技術が開発

される中、 日本のモビリティにはどのような変革が起こ

るのか。自由な移動を確保するために、これからの日本

のモビリティを考える。

過度なマイカー依存の状態から

脱却しつつ、自由な移動手段を

確保するためには何が必要か。

日本のモビリティの未来を考える。日本のモビリティの未来を考える。


